
 

会長の時間  ●片岡会長 

チェシャーホーム・サロンコンサート 

 

イギリスのレオナルド・チェシャ―卿が、冷たい病院のベッドより緑の庭を眺め、家族や友

人に見守られて余生を送るほうが幸せだと考えて 1948 年、ガン末期の友人にご自身の家の一

室を提供したことが始まりだと言われる『チェシャ―ホーム』。イギリスでは現在 150 以上の

居宅ホームがあるとのことです。 

日本国内では、社会福祉法人ひょうご障害福祉事業協会さまが、障害のある子どもの成長を

支援し、成人した後も自立した生活を送ることができるよう、生活に便利な居住の場として、

宝塚市と、宍粟市一宮町そして山崎町にある『チェシャーホーム』を運営されておられます。 

10 月 20 日（日曜）14 時から、今年も宍粟市山崎町の『チェシャーホーム』・｢しそう自立の家｣

で、第３回サロンコンサートが開催されます。 

心身を癒し、メンタルケアに有効だと言われる「クラシック音楽」。 

作曲家がどのような情景や心持ちを音で表現しようとしたのかに思いを馳せつつ、居住される

方々と心を通わす時間になればと思います。 

ところで皆さまは、家族や社員、地域の方々と、どのような時間を過ごし、心を通わされて

いますか。特にご家族と・・・ 

 

今年の演目は今から 100 年から 300 年も前に書かれた次の 10 曲です。 

• イギリスを代表する行進曲『威風堂々』を書いた、イギリスの作曲家エドワード・エルガー

1890 年頃の曲「朝の歌」。清々しい旋律の魅力により人気を獲得しているピアノとヴァイオ

リンのための楽曲です。 

• 『ラ・カンパネラ』は、 ハンガリーのイケメン・ピアニストで作曲家のフランツ・リスト

1831 年頃の曲。（私はなぜかピアニストの清塚信也さんとリストがかぶってしまうのです

が・・・）フジコ・フェミングさんや、佐賀ののり漁師の演奏ですっかりおなじみになった楽

曲です。カンパネラとはイタリア語で「鐘」を意味する言葉です。ニコロ・パガニーニのヴァ

イオリン協奏曲第 2 番第 3 楽章のロンド『ラ・カンパネラ』の主題を編曲して書かれたピア

ノ曲です。 

• ヴェネチアのバロック音楽後期の作曲家アントニオ・ヴィバルディーの 1725 年の曲「四

季」から冬「第一楽章」。3 楽章からなる冬の第 1 楽章は、寒さの中で身震いしている。足

の冷たさを振り解くために歩き回る。辛さから歯が鳴る。ソロヴァイオリンの重音で身震い

を表現しています。 

• 『ヴァイオリンソナタ第一楽章第二楽章』は、 ベルギーのオルガン奏者セザール・フラン

ク 1886 年の曲でヴァイオリンソナタの最高傑作といわれています。同郷の後輩ヴァイオリ

ニストのウジェーヌ・イザイの結婚祝いに献呈された曲で、初演は 1886 年 12 月 16 日にイ

ザイによってブリュッセルで行われた。ピアノ、ヴァイオリンともに高度な演奏技術を要す

る楽曲です。2011 年生まれの himari（吉村妃鞠）さんだったらどんな演奏をするのだろう

か？と妄想が膨らみます。 

• 肖像画がフランスの紙幣になったフランスの作曲家クロード・ドビュッシーが愛娘の為に書

き下ろした組曲「グラデュス・アド・パルナッスム博士」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%BB%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E5%8D%94%E5%A5%8F%E6%9B%B2%E7%AC%AC2%E7%95%AA_(%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%8B)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E5%8D%94%E5%A5%8F%E6%9B%B2%E7%AC%AC2%E7%95%AA_(%E3%83%91%E3%82%AC%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%8B)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%BD%E3%83%8A%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8816%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%A5%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%AB


 

• ハンガリーの持て男のリスト。マリー・ダグー伯爵夫人と 1835 年から 1844 年まで同棲生活

を送り、3 人の子供も授かりましたが 1844 年に別れました。分かれて間もない 1849 年の曲

『3 つの演奏会用練習曲』の中から第 3 曲 「ため息(Un Sospiro)」 

• ロシアの作曲家セルゲイ・ラフマニノフ 1915 年の 14 曲目の歌曲「ヴォカリーズ」。歌詞の無

い歌曲で母音だけで歌われます。 

• フランスの作曲家ガブリエル・フォーレの 1893 年の舞曲「シチリアーノ」。イタリアのシチ

リア地方に起源をもつ３拍子の楽曲です 

• オーストリアの超一流のヴァイオリニスト、フリッツ・クライスラー1925 年の曲「シンコペ

ーション」 リズムの変化に注目してください。 

10 歳の時に名器ストラディバリウスをスペイン・イザベラ女王から与えられたヴァイオリニ

スト・サラサーテ 1900 年の曲「序奏とタランテラ」。序奏は非常に美しいメロディで、タラ

ンテラに入るとサラサーテらしい超絶技巧の音楽になります。（代表曲ツィゴイネルワイゼン 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%82%A3%E3%82%B4%E3%82%A4%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%82%BC%E3%83%B3


 

卓  話  ●米山記念奨学生 劉 陽様 

「来るところからきて、未来は行きたいところへ 

 －在日の感想と卒業後の進路について－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来るべきとこから来て 

未来は行きたいところへ 

〜夢を形に〜 

神戸市外国語大学 アジア・言語文化研究科 

Rotary 神戸西神クラブ  

 劉陽（リュウ ヨウ） 

2024/10/10 

 

     

    

                     

                   

                      

                                 

    

               

                  

 

             
                       
     

                         

                                  
    

                                  
                                  
                                  
                                   
                                  
                                  
                                     
                                  
                           

 

                  
                             

                                   
                                   
                                  
                                    
                                      
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
                                   
        

 

        
                

            

           

 

    

                                   
                       

    

                                    
                                   

                                 
                                 
                                 
                                  
                                  

                                 
                                 
                                 
                

 

                              

                                          
                                          
                                           
                                           
                                          
                                           
                                            
                                           
                                         
   

                                            
            

    

                                          
                                          
                                          
                                            
                                         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区補助金事業報告 ●伊藤委員長 

「外国人小学生向け日本語教室の指導員育成のための講習会」（8/25，9/1・8・29）

現在のたつの市には、日本語を母語としない子供たちが多く暮らしています。わずかなボラ

ンティアの方々が彼らに日本語や学校の勉強を教えていますが、ボランティアの数が圧倒的に

不足している状況です。 

今回の講習会には、24 名の方々が参加し、そのうち 10 名程度がボランティア活動に興味を

持ってくださいました。すでに数名の方には、実際の活動に参加してもらっています。現場で

教えている小学校の先生方も出席され、講習会の継続的な開催を希望されているとの声もあり

 

                         

 

               

 

         
   
        

     
      

     
   

     
     
     
  

      
      
      
      
      
      
      
    

      
      
  

 

                 

                    

                         

               

                  

                         

                           
  

 

                     
                  
       

               

 

                         

 

             

               

               

                            

                     

 

        
                      

                           
   

                          

                    



 

ました。 

今後、これらの声をもとに、講習会の継続および発展に向けた具体的な進め方をしっ

かりと検討していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


